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１ 【特集】２０２６年（令和８年）９月２５日（金曜日） （第三種郵便物認可）



三
社
長
が
功
労
者
表
彰
を
受
け
る

釧
路
の
飲
食
店
案
内
紙
「
く
し
ろ
百
選
」
発
行

１
９
７
０
年

６
月

東
京
支
社
（
佐
川
和
美
支
社
長
）
開
設

(

昭
和

年)

７
月

釧
路
新
聞
紙
齢
５
０
０
０
号
に
。
根
室
支
局
（
芦
﨑
徹
支

局
長
）
開
設

８
月

「
東
西
対
抗
少
年
野
球
大
会
」
開
催

１
９
７
２
年

９
月

根
室
支
局
を
支
社
（
高
橋
一
美
支
社
長
）
に
昇
格

(

昭
和

年)


月

釧
新
郷
土
芸
術
振
興
基
金
を
創
設
。
第
１
回
郷
土
芸
術
賞

を
１
団
体
、
２
個
人
に
贈
呈

１
９
７
３
年

６
月


㌻
建
て
と
な
り
、
地
元
ニ
ュ
ー
ス
の
ワ
イ
ド
化
実
現

(

昭
和

年)


月

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
用
紙
不
足
で
新
聞
も
減
ペ
ー
ジ

１
９
７
５
年


月

「
釧
新
創
刊

周
年
記
念
祝
賀
会
」
開
催

(

昭
和

年)

１
９
７
６
年

９
月

第
１
回
「
東
北
海
道
あ
さ
野
球
優
勝
大
会
」
を
開
催

(

昭
和

年)


月

釧
新
奨
学
基
金
を
創
設
し
、
新
た
に
釧
根
管
内
小
、
中
学

校
に
「
釧
新
教
育
活
動
賞
」
を
贈
呈

１
９
７
８
年

２
月

Ｂ
Ｈ
Ｋ
型
オ
フ
セ
ッ
ト
輪
転
機
を
導
入
、
Ｃ
Ｔ
Ｓ
体
制
と

(

昭
和

年)

な
る

７
月

「
北
海
道
こ
ど
も
博
覧
会
」
を
西
港
用
地
で
開
催
。

日

間
の
会
期
中
約


万
人
が
入
場

１
９
７
９
年

８
月

共
栄
支
局
（
杉
山

(
昭
和

年)

泰
仁
支
局
長
）
開

設

１
９
８
０
年

１
月

年
間
キ
ャ
ン
ペ
ー

(

昭
和

年)

ン
「
三
風
運
動
の

徹
底
推
進
」
を
提

唱
（

年
ま
で
）

１
９
８
１
年

８
月

帯
広
支
社
開
設
（
横
澤
一
夫
支
社
長
）

(

昭
和

年)

９
月

「
東
北
海
道
新
聞
」
発
刊


月

釧
路
駅
屋
上
に
「
釧
新
電
光
ニ
ュ
ー
ス
」
放
映
開
始

１
９
８
２
年


月

「
財
団
法
人
・
釧
新
教
育
芸
術
振
興
基
金
」
（
片
山
睦
三

(

昭
和

年)

理
事
長
）
設
立

１
９
８
３
年

１
月

中
川
一
郎
代
議
士
急
死
で
号
外
発
行

(

昭
和

年)

７
月

釧
路
新
聞
社
が
歌
詞
を
募
集
、
作
曲
を
依
頼
し
た
「
た
ん

ち
ょ
う
国
体
」
賛
歌
と
マ
ス
コ
ッ
ト
ソ
ン
グ
の
試
聴
会
。

竣
工
し
た
釧
路
市
民
球
場
で
イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ
大
洋
―

巨
人
戦
主
催


月

「
北
海
道
分
県
推
進
協
議
会
」
結
成
総
会
開
催
（
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
併
催
・
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
）

１
９
８
４
年


月

中
標
津
支
局
を
支
社
（
藤
井
浩
明
支
社
長
）
に
昇
格

(

昭
和

年)

新
鋭
電
算
写
植
機
「
サ
プ
ト
ロ
ン
・
ジ
ェ
リ
ー
Ｓ
３
２
２

５
型
」
（
写
研
）
を
導
入

１
９
８
５
年

８
月

米
町
地
区
再
開
発
で｢

調
査
報
告
会｣(

公
民
館)

を
実
施
。

(

昭
和

年)

画
集
「
道
東
の
景
勝
」
を
出
版

１
９
８
６
年

釧
路
新
聞
創
刊

周
年
記
念
出
版
の
た
め
「

年
記
念
事

(

昭
和

年)

業
事
務
局｣

を
設
置
。
社
員

人
が
出
向
、
作
業
に
入
る


月

北
海
道
分
県
道
北
推
進
協
議
会
結
成
総
会
（
旭
川
市
）
に

片
山
睦
三
会
長
ら
出
席

片
山
睦
三
社
長
が
「
釧
路
市
社
会
賞
」
を
受
賞


月

出
版
記
念
「
道
東
戦
後

年
史
（
上
・
下
巻
）
」
「
復
刻

版

損
得
番
付
表
」
出
版

「
釧
路
新
聞
創
刊

周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
」
開
催
。
釧

根
・
十
勝
を
は
じ
め
東
京
・
札
幌
な
ど
各
界
か
ら
５
０
０

人
が
出
席


月

美
原
地
区
に
販
売
店
新
設

１
９
８
７
年

９
月

釧
路
新
聞
社
が
募
集
、
選
定
し
た
「
釧
路
湿
原
―
永
遠
に

(

昭
和

年)

生
き
る
」
（
池
ケ
谷
栄
一
作
詞
・
松
山
千
春
作
曲
）

「
く
し
ろ
湿
原
音
頭
」
（
高
橋
啓
三
作
詞
・
小
町
昭
作
曲

・
く
し
ろ
日
本
舞
踊
協
会
振
付
）
の
発
表
会
を
釧
路
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催

１
９
８
８
年


月

「
安
藤
石
典
と
北
方
領
土
返
還
運
動
」
Ｂ
５
判

㌻
の
冊

(

昭
和

年)

子
に
ま
と
め
発
行

１
９
４
６
年

５
月

釧
路
市
北
大
通

で
雑
誌｢

月
刊
ク
シ
ロ｣

発
刊
。
主
幹

(

昭
和

年)

片
山
睦
三
以
下
３
人
釧
路
市
旭
町

の
社
屋
を
買
収
活

版
印
刷
機
な
ど
購
入


月

「
夕
刊
東
北
海
道
新

聞
」
発
刊
。
タ
ブ
ロ

イ
ド
判
２
㌻
、
活
版

印
刷

１
９
４
７
年

３
月

発
刊
１
０
０
号
を
記

(

昭
和

年)

念
「
百
号
祭
」
を
催

すミ
ス
・
東
北
海
道
選
出
、
の
ど
自
慢
、
戦
後
初
の
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど


月

株
式
会
社
設
立
。
資
本
金
１
５
０
万
円

１
９
５
０
年

７
月

釧
路
市
営
球
場
で
毎
日
―
大
映
の
プ
ロ
野
球
公
式
戦
が
行

(

昭
和

年)

わ
れ
る
（
東
北
海
道
新
聞
社
主
催
）

１
９
５
１
年

２
月

外
務
省
油
橋
重
遠
元
総
領
事
ら
三
氏
を
招
き
「
講
演
と
映

(

昭
和

年)

画
の
夕
」
開
催
（
道
と
共
催
）

４
月

根
室
版
新
設

５
月

新
聞
購
読
料

円
に
改
定

８
月

活
字
自
動
鋳
造
機
購
入

９
月

購
読
料
を
１
０
０
円
に
改
定

新
活
字
採
用
、

段
制

１
９
５
２
年

２
月

旭
町
か
ら
黒
金
町
の
釧
路
新
聞
社
本
社
に
移
転

(

昭
和

年)

１
９
５
３
年

２
月

「
夕
刊
北
海
タ
イ
ム
ス
」
と
改
称

(

昭
和

年)

１
９
５
５
年


月

釧
路
新
聞
発
刊

タ
ブ
ロ
イ
ド
判
活
版
刷
り

(

昭
和

年)

１
９
５
７
年

２
月

「
た
よ
り
欄
」
新
設

(

昭
和

年)


月

市
長
選
挙
の
予
想
懸
賞
募
集

写
真
製
版
設
備
完
成

１
９
５
８
年

６
月

釧
路
中
心
街
と
共
催
「
ミ
ス
釧
路
」
選
出

(

昭
和

年)

９
月

創
刊
３
周
年
記
念
▽
秋
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー


月

「
釧
新
奨
学
賞
」
制
定
、
２
高
校
生
に
授
与

１
９
５
９
年

５
月

力
道
山
招
き
市
営
球
場
で
国
際
プ
ロ
レ
ス

(

昭
和

年)

６
月

第
１
回
「
市
民
マ
ラ
ソ
ン
」
開
催

８
月

第
１
回
「
新
釧
路
川
花
火
大
会
」

開
催


月

輪
転
機
印
刷
開
始

１
９
６
０
年

３
月

オ
ー
ル
４
㌻
体
制
と
な
る

(

昭
和

年)

釧
路
新
聞
「
社
章
」
決
ま
る

１
９
６
１
年

１
月

「
釧
新
杯
争
奪
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
」
開
催

(

昭
和

年)

５
月

第
１
回
「
釧
新
あ
さ
野
球
」
開
幕
（
市
営
球
場
）

１
９
６
３
年

１
月

「
芸
者
芸
術
論
」
連
載

(

昭
和

年)

１
９
６
４
年

５
月

オ
ー
ル
８
㌻
体
制
と
な
る
。
時
事
通
信
社
と
特
約

(

昭
和

年)


月

「
釧
根
の
人
物
」
出
版

１
９
６
５
年

６
月

市
民
の
人
気
投
票
に
よ
り
「
釧
路
十
景
」
を
選
定

(

昭
和

年)

１
９
６
６
年

６
月

個
人
経
営
か
ら
株
式
会
社
と
し
、
社
名
を
株
式
会
社
釧
路

(

昭
和

年)

新
聞
社
に
変
更
（
資
本
金
５
０
０
万
円
）


月

札
幌
支
局
（
永
井
利
一
郎
支
局
長
）
開
設

釧
路
新
聞
創
刊

周
年
記
念
祝
賀
会
を
商
工
会
館
で
行
う

１
９
６
７
年

７
月

片
山
睦
三
釧
路
新
聞
社
社
長
が
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
地

(

昭
和

年)

区
ガ
バ
ナ
ー
に
就
任

１
９
６
８
年

３
月

「
わ
が
マ
チ
の
人
物
地
図
」
発
行

(

昭
和

年)

５
月

資
本
金
３
０
０
０
万
円
に
増
資

７
月

黒
金
町
〝
新
社
屋
〟
着
工
・
鍬
入
れ
式


月

中
標
津
支
局
開
設
（
飯
島
章
夫
支
局
長
）

１
９
６
９
年

１
月

黒
金
新
社
屋
完
成
し
白
金
町
旧
社
屋
か
ら
移
転

(

昭
和

年)

２
月

新
社
屋
新
築
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
を
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

で
開
催

８
月

釧
路
市
開
基
１
０
０
年
記
念
式
典
、
釧
路
新
聞
社
片
山
睦

釧
路
新
聞

年
の
歴
史

創
刊

周
年
を
迎
え
た
釧
路
新
聞
は
、
地
域

報
道
を
担
っ
て
き
た
。
社
会
の
変
化
と
向
き
合

い
、
課
題
を
照
ら
し
、
声
な
き
声
を
拾
い
上
げ

る
連
続
だ
っ
た
。
節
目
に
当
た
り
こ
れ
ま
で
の

歩
み
を
年
表
で
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

２２０２６年（令和８年）９月２５日（金曜日）（第三種郵便物認可）【特集】



２
０
０
３
年

３
月

春
日
井
茂
氏
が
代
表
取
締
役
社
長
に
、
平
川
剛
喜
氏
が
代

(

平
成

年)

表
取
締
役
会
長
に
就
任

７
月

有
限
会
社
せ
ん
し
ん
サ
ー
ビ
ス
設
立

釧
新
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
を
発
行

２
０
０
４
年


月

地
場
産
業
産
品
物
産
展
「
釧
根
ま
る
か
じ
り
」
開
催

(

平
成

年)

２
０
０
５
年

２
月

紙
齢
２
０
０
０
０
号

(

平
成

年)

達
成フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー

「
月
刊
え
ぷ
ろ
ん
」

創
刊

ブ
ラ
ン
ケ
ッ

ト
判
８
㌻


月

オ
フ
セ
ッ
ト
輪
転
機

を
増
設
し
、
最
大
４

カ
面
カ
ラ
ー
の
印
刷
体
制
を
確
立

２
０
０
６
年

１
月

釧
新
チ
ラ
シ
セ
ン
タ
ー
を
設
立

(

平
成

年)

２
０
０
７
年

９
月

新
聞
制
作
シ
ス
テ
ム
「
た
ん
ち
ょ
う
Ⅱ
」
が
稼
働

(

平
成

年)

２
０
０
９
年


月

釧
路
地
方
の
医
療
機
関
情
報
誌｢

釧
路
医
療
ガ
イ
ド｣

発
行

(

平
成

年)

２
０
１
０
年

６
月

ラ
ッ
ピ
ン
グ
方
式
を
採
用
し
た
紙
面
「
ふ
る
さ
と
新
聞
」

(

平
成

年)

を
掲
載

２
０
１
１
年

４
月

釧
路
市
内
に
全
戸
配

(

平
成

年)

布
を
行
う
「
せ
ん
し

ん
Ｓ
ネ
ッ
ト
！
」
を

開
始

９
月

釧
路
新
聞
創
刊

周

年


月

釧
路
新
聞
の
題
字
を

カ
ラ
ー
に
変
更
（
季
節
ご
と
に
４
色
：
黄
緑
、
空
色
、

橙
、
紺
）


月

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

「
釧
根
の
生
活
応
援

紙
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
〈
ラ
イ

フ
〉
」
創
刊

２
０
１
２
年

６
月

月
刊
え
ぷ
ろ
ん
廃
刊

(

平
成

年)

２
０
１
３
年


月

販
売
店
部
門
㈱
せ
ん

(

平
成

年)

し
ん
ア
シ
ス
ト
設
立

２
０
１
５
年


月

片
山
裕
子
氏
が
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任

(

平
成

年)

２
０
１
６
年

９
月

釧
路
新
聞
創
刊

周
年
記
念
式
典
を
開
催

(

平
成

年)


月

釧
路
新
聞
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
オ
ク
ロ
ウ
く
ん

・
メ
ク
ロ
ウ
ち
ゃ

ん
」
誕
生


月

星
匠
氏
が
代
表
取
締

役
社
長
に
、
片
山
裕

子
氏
が
代
表
取
締
役

会
長
に
就
任

２
０
１
７
年

６
月

一
般
社
団
法
人
せ
ん

(

平
成

年)

し
ん
サ
ポ
ー
ト
設
立

２
０
１
８
年

９
月

胆
振
東
部
地
震
が
発
生
。
直
後
か
ら
全
道
的
な
大
規
模
停

(

平
成

年)

電
に
見
舞
わ
れ
る

大
規
模
停
電
の
中
、
近
隣
企
業
の
力
を
借
り
て
Ａ
３
サ
イ

ズ
の
新
聞
を
発
行

２
０
２
０
年

４
月

釧
路
新
聞
電
子
版
ス
タ
ー
ト

(

令
和
２
年)

２
０
２
１
年

８
月

釧
路
川
治
水
１
０
０
年
を
記
念
し
て
バ
ー
チ
ャ
ル
花
火
大

(

令
和
３
年)

会
を
開
催

２
０
２
５
年

５
月

毎
年
釧
路
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
新
釧
路
川
河
川
敷
で

(

令
和
７
年)

の
「
釧
路
新
聞
花
火
大
会
」
に
つ
い
て
今
年
は
開
催
を
見

送
る
と
発
表
し
た

７
月

新
編
集
シ
ス
テ
ム･

日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社｢

Ｖ
３｣

稼
働


文
字
サ
イ
ズ
を
拡
大
し
、
１
段

文
字
に
変
更
し
た

１
９
８
９
年

１
月

昭
和
天
皇
の
崩
御
に
伴
い
、
釧
路
新
聞
は
紙
齢
１
４
３
０

(

平
成
元
年)

４
号
、
平
成
１
年
１
月
８
日
と
記
さ
れ
る

２
月

購
読
料
を
改
定
。
月
ぎ
め
２
１
０
０
円
（
１
９
０
０
円
）

１
部
売
り

円
（

円
）
と
な
る

３
月

平
成
の
幕
開
け
を
期
し
「
全
国
新
聞
号
外
報
道
展
」
を
釧

路
信
金
本
店
ホ
ー
ル
で
開
催

４
月

購
読
料
、
４
月
か
ら
さ
ら
に
消
費
税
分
が
加
わ
り
、
月
ぎ

め
２
１
６
０
円
に

１
９
９
０
年

５
月

第

回
を
迎
え
た
「
釧
新
あ
さ
野
球
」
開
幕
（
釧
路
市
民

(

平
成
２
年)

球
場
）
五
月
晴
れ
の
も
と
２
０
０
チ
ー
ム
参
加

６
月

第
１
回
釧
路
地
区
職
場
グ
ル
ー
プ
対
抗
将
棋
大
会
開
会
。

Ａ
、
Ｂ
ク
ラ
ス
計

チ
ー
ム
が
参
加

北
海
道
分
県
を
推
進
す
る
道
東
、
道
北
、
道
南
３
地
区
協

議
会
代
表
が
初
の
中
央
陳
情
（
金
丸
信
副
総
裁
ほ
か
）


月

釧
路
新
聞
社
本
社
を
増
築
（

坪
）
に
伴
い
新
聞
自
動
搬

送
機
も
新
設

釧
路
新
聞
創
刊
以
来

紙
齢
１
５
０
０
０
号

に
達
す
る

１
９
９
１
年

１
月

釧
路
新
聞
紙
齢
１
５

(

平
成
３
年)

０
０
０
号
特
集
（
８

㌻
）
発
行

３
月

釧
路
新
聞
社
制
作
局

に
Ｐ
Ｓ
版
全
自
動
現
像
機
を
導
入

５
月

｢

ミ
ス
釧
路｣

選
考
・
発
表
（
こ
の
年
か
ら
〝
花
の
女
王
〟

〝
ミ
ス
ス
ポ
ー
ツ
〟
を
兼
ね
「
ミ
ス
釧
路
」
と
す
る
）

７
月

釧
路
新
聞
紙
面
の
本
文

字
制
（
従
来

字
）
を
ス
タ
ー

ト

１
９
９
２
年

３
月

釧
路
新
聞
購
読
料
を
改
定
。
月
ぎ
め
２
６
０
０
円
（
２
１

(

平
成
４
年)

６
０
円
）
１
部
売
り

円
（

円
）
と
な
る

８
月

釧
路
新
聞
創
刊

周
年
を
記
念
し
、
本
社
、
釧
新
教
育
芸

術
振
興
基
金
が
合
わ
せ
て
３
０
０
０
万
円
を
釧
路
市
に
寄

付
（
入
舟
地
先
旧
岸
壁
用
地
内
に
港
湾
文
化
厚
生
施
設
＝

港
文
館
）
建
設
の
た
め

１
９
９
４
年

１
月

前
年
の
〝
釧
路
沖
地
震
〟
１
周
年
を
機
に
「
検
証
Ｍ
７
・

(

平
成
６
年)

８
の
傷
痕
」
（
７
回
）
を
連
載

３
月

平
川
剛
喜
氏
が
代
表
取
締
役
社
長
に
、
片
山
睦
三
氏
が
代

表
取
締
役
会
長
に
就
任

１
９
９
５
年

３
月

釧
路
駅
設
置
の
電
光
ニ
ュ
ー
ス
を
取
り
止
め

(

平
成
７
年)

４
月

釧
路
新
聞
本
紙
購
読
料
を
改
定
。
１
カ
月
２
８
０
０
円

（
２
６
０
０
円
）
、
１
部
１
０
０
円
（

円
）

５
月

釧
路
新
聞
本
紙
に｢

シ
ル
バ
ー
版｣

新
設
（
毎
週
水
曜
日
）

１
９
９
６
年

２
月

「
お
か
げ
さ
ま
で
創
刊

周
年
」
の
懸
垂
幕
を
釧
新
ビ
ル

(

平
成
８
年)

に
掲
揚

３
月

公
立
高
校
入
試
合
格
者
は
受
験
番
号
発
表
の
み
の
た
め
名

簿
掲
載
の
号
外
発
行
を
取
り
止
め

５
月

「
新
釧
路
十
景
」
決
ま
る
（
釧
路
新
聞
創
刊

周
年
、
釧

路
信
用
金
庫
創
業

周
年
記
念
共
同
事
業
）

７
月

最
新
鋭
の
オ
フ
セ
ッ
ト
輪
転
印
刷
機
と
三
色
刷
り
サ
テ
ラ

イ
ト
の
据
え
付
け
工
事
が
完
了

８
月

釧
路
新
聞
創
刊

周
年
記
念
事
業
「
箏
の
祭
典
」
が
生
田

流
箏
曲
演
奏
家
の
第
一
人
者
、
野
坂
恵
子
氏
と
地
元
演
奏

家
の
小
畑
恵
一
氏
を
客
演
に
迎
え
盛
大
に
行
わ
れ
る


月

釧
路
新
聞
創
刊

周
年
記
念
事
業
「
文
芸
春
秋
講
演
会
」

を
開
く

講
師
は
作
家
の
平
岩
弓
枝
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
山
藤

章
二
の
両
氏


月

釧
路
新
聞
社
創
設
者
で
代
表
取
締
役
会
長
の
片
山
睦
三
氏

が
死
去

１
９
９
７
年

３
月

「
東
北
海
道
新
聞
」
を
休
刊
、
帯
広
支
社
を
閉
鎖

(

平
成
９
年)

５
月

釧
路
新
聞
社
標
茶
支
局
を
開
設

１
９
９
８
年

７
月

「
釧
新
モ
ニ
タ
ー
会
議
」
を
初
開
催

(

平
成

年)

２
０
０
１
年

紙
面
本
文

字
制
ス
タ
ー
ト

(

平
成

年)


月

鉄
北
懇
話
会
と
橋
南
懇
話
会
を
合
併
し
「
釧
新
懇
話
会
」

を
設
立


月

新
聞
製
作
シ
ス
テ
ム｢

た
ん
ち
ょ
う
シ
ス
テ
ム｣

が
稼
働
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思
い
出
よ
み
が
え
る

懐
か
し
の
釧
路

全
面
広
告
で
振
り
返
る
80
年
の
歴
史

パレスボウルオープン【1972年月日】

「釧路のビジネス街が華麗に変身」「道内第２

位の規模…ボウリングの殿堂誕生」の見出しで落

成を祝っている。それから半世紀以上にわたり釧

路市民の娯楽施設として今も存在し続けている。

ゴールデンウイーク【1961年４月日】

「楽しくすごしましょう ゴールデンウイーク」

の企画広告として各店舗を紹介。アイスクリーム

円、チョコレートパフェ100円など時代を感じ

させる価格設定に驚き。電話番号も市内局番なし

の４桁表記。

マルト北村オープン【1975年月１日】

「若い街、新しいマルト、すてきな未来」の見出

しで増改築オープンを告知。釧路の百貨店として

一時代を築いたが、他社との競合が激化し2000年

に閉店した。24年に建物は完全解体された。

丸三鶴屋創業記念【1962年９月日】

回目の創業記念を「佳節＝よい時節」の宝石・

ダイヤモンドと、記念祭を意味する「ジュビリ

ー」を組み合わせた「ダイヤモンドジュビリー」

として開催。イラストのみという大胆な構図も時

代の流れか。

釧正舘ビル新築落成【1969年月５日】

1907年の釧路駅開通と共に「駅弁、仕出し」とし

て創業した釧正舘が、駅前の立地を生かしビジネ

スマンのためのホテルを新設開業した。建物は１

階に商店やたばこ売り場、３階に駅弁、仕出し厨

房、４～６階がホテル客室だった。

笛園ビルオープン【1970年月日】

「あなたのレジャーパック」の見出しで笛園ビル

オープンを祝っている。１階には吹き抜けで大噴

水があり、５、６階はサウナ施設、７階は昼は高

級喫茶で夜は釧路随一のサパークラブを備え、憩

いの場を提供していた。

オ
リ
エ
ン
タ
ル
デ
パ
ー
ト
開
店
【
１
９
６
７
年

月

日
】

現
在
は
「
オ
リ
エ
ン
タ
ル
プ
ラ
ザ
」
の
名
称
で
飲
食
店
ビ
ル
と
し
て
営
業
し
て
い
る
オ

リ
エ
ン
タ
ル
デ
パ
ー
ト
は
｢

港
の
見
え
る
デ
パ
ー
ト
誕
生
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
華

々
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
活
気
あ
る
当
時
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
見
開
き
広
告
。

新
し
く
し
ろ
！
新
聞
【
２
０
１
２
年
３
月

日
】

「
釧
路
新
聞
は
、
新
し
く
な
り
ま
す
。
」
と
、
紙
面
の
文
字
が
読
み
や
す
く
な
る
こ
と

を
Ｐ
Ｒ
し
た
広
告
が
、
「
全
北
海
道
広
告
協
会
賞
・
新
聞
部
門
優
秀
賞
」
を
受
賞
。

「
変
わ
っ
て
い
く
時
代
に
、
新
聞
は
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
地
域
の
た
め
に
、
地
域
と

つ
く
る
。
」
と
の
言
葉
で
新
聞
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

写
真
で
ご
案
内
【
１
９
６
９
年

月

日
】

「
新
し
い
街
づ
く
り
で
ニ
ュ
ー
ス
タ
イ
ル
の
お
店
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
ま
し
た
！
」
「
セ
ン
ス
溢
れ
る
お
買
物
コ
ー
ナ
、
ユ
ニ
ー
ク

な
雰
囲
気
の
憩
い
の
場
」
の
見
出
し
で
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
釧
路
市
内
の
店
舗
を
紹
介
。
今
も
営
業
し
て
い
る
店
や
姿
を
消
し
て

し
ま
っ
た
店
も
。

新
春
…
味
の

店
名
代
味
く
ら
べ
【
１
９
７
０
年
１
月
１
日
】

「
郷
土
を
愛
す
る
心
い
き
が
作
り
あ
げ
た
独
特
の
味
わ
い
－
こ
と
し
も
ぐ
ー
ん
と
腕
に
磨
き
を
か
け
ま
し
た
。
」
と
、
元
旦
号
で
各

飲
食
店
を
紹
介
。
ど
の
店
か
ら
も
新
し
い
年
を
祝
う
と
共
に
商
売
繁
盛
を
願
っ
た
意
気
込
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
聞
は
記
事
面
と
広
告
面
に
分
か
れ
読

者
に
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
発
信
し
て
い

る
。
釧
路
新
聞
で
は
、

年
に
わ
た
り
さ

ま
ざ
ま
な
広
告
を
掲
載
し
て
き
た
が
、
そ

の
中
で
も
懐
か
し
さ
を
呼
び
覚
ま
す
全
面

広
告
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
現
在
は
建

物
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
店
か
ら
、
今

も
地
域
の
発
展
と
共
に
歴
史
を
刻
ん
で
い

る
店
ま
で
。
当
時
を
振
り
返
り
、
思
い
出

に
浸
っ
て
み
て
は
い
か
が
。
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